
 

～紙面の都合上、すべての学校の取組をご紹介できず申し訳ありません。～ 

未来を担う地域の子どもたちを地域で育てる 学校支援ボランティア活動 

 鹿沼市では、昨今の激しい社会環境の変化の中、未来を担う子どもたちを地域全体で育てていこうとする

目的で「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」の推進に取り組んでいます。従来の地域と学校

の連携体制を基盤として、より一層地域と学校が連携・協働して子どもたちのための地域づくりをしてい

こうとするものです。昨年度まで「地域学校協働活動だより」として発行していた本紙をリニューアルし、

「ichigo 一笑
い ち え

」として発行いたします。 

を実施しました！ 

参加者の方々のおかげで実りあ

る研修会を実施することができ
ました。ありがとうございまし

た。令和４年度の研修について
は、４月頃お知らせする予定で

す。ぜひご参加ください！ 

＼子どもたちのためにこんな活動が行われました／ 
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楡木小：千葉省三記念行事 
清洲第二小：おはやし 

加園小：地域の森林学習 東小：絵画作品整理 

★ ！ 
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放課後子ども教室：工作・昔遊び他 

ご ち 

鹿沼市 地域学校協働活動＆コミュニティ・スクールだより 
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市の担当が、学校や

地域に出向いて研

修や説明を行って

います。 

コミュニティ・スクール 順調に 進んでいます  

６月の研修会（教職員・公民館職員対象） 

一般社団法人とちぎ市民協働研究会代表
理事である廣瀬隆人先生を講師としてお

迎えし、お話を聞きました。①地域の実態
を把握し、地域に合ったコミュニティ・ス

クールを作ることが大切。②新しいことを
やるのではなく、既存の組織・活動を利用

して進めるとよい。「１＋１＝１」（１足す
１は太い１）つまり、既存の活動を整理統

合しながら、よりよい活動にしていくことが可能なのではないか。など、熱の入ったお話に、参加
者が聞き入っていました。その後、参加した校長先生や教頭先生、コミセンの所長さんなどがそれ

ぞれの地域（各中学校区）に分かれて、地域学校協働活動の取組について協議しました。 
 

学校運営協議会  現在、北犬飼中・南摩中・北小・石川小 

・津田小の５校に設置されています。 

「学校運営協議会」を設置した学校を 
「コミュニティ・スクール」と言います。 

初回に、学校運営協議会委員に委任状を 
お渡しします。会議では「地域とともに 

ある学校づくり」について熟議します。 
 

令和４年度「コミュニティ・スクール」導入校は、みどりが丘小・菊沢東小・菊沢西小・池ノ森
小・加園小・板荷小・加蘇中・板荷中です。その他の学校は、令和５年度に導入予定です。 

 

            

 

 

〈教職員対象の研修会〉                        〈地域への説明〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「コミュニティ・スクール」のＨＰができました。上記のような内容がさらに詳しく掲載されています。 

鹿沼市のＨＰ「くらし・行政」の中の「子育て・教育」の欄をご覧ください。 

 

この図は、１２月号の「広報
かぬま」に掲載したもので
す。このように、「コミュニテ
ィ・スクール」と「地域学校
協働活動」を一体的に推進す
ることにより、「学校を核と
した地域づくり」に大きな効
果が期待できます。 


